―――博麗神社

人里離れた地にあるこの神社は、人と妖怪との境界線、博麗大結界がある大事な場所である。

そんなこの神社に住んでいる紅白のおめでた巫女、博麗霊夢は今日ものほほんとお茶を飲んでいる・・・・・・・はずだった。
話は昼のことになる。

魔理沙「お～い！霊夢」
おそらくこの世の中で一番うるさい魔法使い、霧雨魔理沙が上から降ってきた。否、降りてきた。いや、降りてきた。
霊夢　「どうしたの、魔理沙？そんなにあわてて」

いきなり降りてきた魔理沙に驚くことなく、普通に対応している霊夢はさすがといった感じである。

魔理沙「いるな？霊夢。じゃあみんな呼んでくるから待ってろよ！」

霊夢　「え、何を言っ・・・」

ビュンッ！

嵐のように現れて嵐のように去っていくといった感じで、言うことだけ言って速攻で飛んでいった魔理沙は、霊夢がしゃべり終える前にもう見えなくなっていた。

霊夢　「なんなんだか、一体」

何がなんだかわからない霊夢は、意味もわからないまま、中に戻っていった。

そして３時間後・・・・・

レミィ「いたわね、霊夢」

フラン「あれ、魔理沙がいない」
美鈴　「お嬢様～待ってください～」

咲夜　「パチュリー様、大丈夫ですか？」

パチュ「ええ、なんとか」

ナイフメイド、病弱司書、貧弱門番、最凶のお嬢様二人と紅魔館のメンバーが全員博麗神社にやってきた。
霊夢　「・・・・・・・？」
５人を見て混乱している霊夢に咲夜が近づき、声をかけてきた。

咲夜　「どうかしたの？霊夢」
霊夢　「どうしたもなにも、何でそろいもそろって家の神社にくるの？」
咲夜　「魔理沙から話が来てない？」

霊夢　「知らないわよ。そんなの。魔理沙はさっきいたけど」
咲夜　「じゃあ、話は通っているみたいね。お嬢様方、大丈夫みたいですよ」

レミィ「そう、じゃあ準備ができるまで中にいましょう」
霊夢　「って、ちょっと！」

さすがは霊夢と付き合いが長い紅魔館メンバー。何もいなかったかのように、お嬢様方を中心とし、中に入っていった。

霊夢　「こら～、勝手に入るなってば。も～」

紫　　「そんなに怒って、どうかしたの？」

霊夢　「それがさあ、いきなり大勢で押しかけて人の家に・・・って、誰？」
紫　　「誰でしょう？」
霊夢　「って紫じゃない。なんでここに？」

紫　　「あいつらと同じ」

霊夢　「・・・・・・・・・」

紫　　「３人で入るからね～。言ったから、これで勝手

ゃないでしょ」
霊夢　「誰もいいって言ってな～い！というか３人って、式神二匹もきてるの？」
紫　　「いいえ」

霊夢　「じゃあ一人？」

紫　　「いいえ」

霊夢　「紫、あなたからかってる？」
紫　　「いいえ」
そんな会話（成立しているか怪しいが）をしている二人に近づくものがあった。
それは・・・・・

妖夢　「幽々子様、もう少しいそぎましょうよ～」
幽々子「いいじゃない、妖夢。ほら、もうみえてるし」
幽霊二人組であった。失礼、半幽霊と純幽霊のペアだった。
紫　　「幽々子、やっぱり着いてなかったの？」

妖夢　「幽々子様、ゆっくりしか行かないんですよ。ほら、もうみんなきてますよ」
幽々子「あらら、じゃあ急ぎましょうか」
妖夢　「ええ、急いで中に入りましょう」
霊夢　「待てって」
幽々子「あら霊夢、いたの？」
霊夢　「いたの？じゃな～い。入っていいって言ってない
でしょうが」

幽々子「ああ、そうね。入るわよ、じゃ」
霊夢　「あなたたち、似た者同士・・・・もういいわよ、
入りなさいよ、勝手に」
三人　「は～い」
これで来客者総計８人。騒ぐときですら普段はこ
れぐらいだが・・・・
魔理沙「ようやく、終わった！」

今回はまだいるようだ。

霊夢は深いため息をつきながら、空を見上げると、
５つの影を発見した。

これで１３人。今夜は眠れそうもないなあと思う
霊夢であった。
結局全員がそろったのは日が落ちたあとのことだった。
霊夢　「で、話をきかしてもらいましょうか？」

総勢霊夢を含み、１４人の大パーティは、さすがに狭いからということで、外に出ていた。その１４人の中心にいる人物が二人いた。博麗霊夢と今回の騒ぎの中心の人物である。
霊夢　「ほら、魔理沙はあんただって言ってたんだから。
あまり信用してないけど。」

魔理沙「それはないだろ。私は本当のことを言った。」

霊夢　「らしいんだけど、どうなの？輝夜」

そう、今回の首謀者は、「てるよ」こと、蓬莱山輝夜である。霊夢の断りなく、はた迷惑なことに、これだけの人数を神社に呼び集めたのは輝夜であった。

許可なく人の神社にこれだけの人数を呼び出しておきながらまったく、悪びれた様子はないが。

輝夜　「ええ、そうよ。みんなを呼んだのは私。みんなに
やって欲しいことがあってね。」
霊夢　「やって欲しいこと？」

輝夜　「そう、この間肝だめししたでしょう？」
霊夢　「ああ、そういえばそんなことが。」
輝夜　「そこにいた妹紅がしつこく私を殺しに来るの。」

霊夢　「もこう？」

輝夜　「頭悪そうなのいたでしょ？」

霊夢　「何かいたっけ？」

紫　　「ほら、永遠の肝。」

霊夢　「ああ、思い出した。」

輝夜　「肝で思い出されるのね・・・」
紫　　「あと、饅頭が恐いとか言ってた気が・・・」

霊夢　「それはあんたのせい！」

とまあ、こんなひどい言われ方をしているが、東方永夜抄でエキストラのボスをやっていた藤原妹紅のことである。満月でパワーアップ？した中ボスの慧音とでてきたが、当然のようにやられてしまって、ひどい目にあった被害者。ちなみにこの話では、都合上全ペアにやられてることにしています。ちょっとしたいじめ。
輝夜　「で、その永遠の肝で饅頭が恐いのが妹紅っていう
んだけど、毎日来るのよ」
霊夢　「何しに？」
輝夜　「さっきいったでしょ。私を殺しに来るの。」

霊夢　「何で？」

輝夜　「さあ、人違いじゃない？」

霊夢　「誰と？」
輝夜　「父親が竹から生まれた美人に求婚してふられて、
怒ってるんじゃない？」
霊夢　「やっぱあなたじゃない。」

輝夜　「あら、私は月生まれだけど、竹から生まれてない
わ。」

霊夢　「・・まあいいけどね。でどうすればいいの？」

輝夜　「１週間世話して欲しいの。」

みんな「はっ？」
さしものみんなも固まる。そりゃもう、固まる。説明を加える暇がないほどの言葉のラリーも止まる。言葉に対してか、「妹紅を」ということに対してかはわからないけれど。

輝夜　「毎晩行ってね。私の家壊されたくないし。それじ
ゃあ、よろしく。」

魔理沙「ちょっと待て。」

永林を連れてさっさと帰ろうとしている輝夜を引きとめたのは以外にも魔理沙だった。
輝夜　「どうしたの？」
魔理沙「世話なんかしたことないぜ。私たちで本当にいい
のか？」
普通の意味の世話をするという場合には自分たちは必要ない。せいぜい霊夢ぐらいのはずである。
輝夜　「ええ、だって一回粉々にしないとあきらめないか
ら。妹紅」
魔理沙「・・・・・・」

ある意味予想通りの返事に魔理沙はまた固まった。予想がつくから大丈夫ということははないようだ。

輝夜　「何をしたらいいのかは、詳しくはこの子に聞いて。
じゃあね」

永林　「出番少ないけど・・・忙しいから。がんばりなさ
い、ウドンゲ」
鈴仙　「はい・・・わかりました」

鈴仙が返事が終わるか終わらないかぐらいの間に、二人は飛び立った。おのずとみんなの視線は、鈴仙に集まっていった。

鈴仙　「はぁ～」
鈴仙　（師匠も、お嬢様もまだ怒ってる～。しっかりやら
ないと～）
前回の戦いで容赦なくやっつけられ、お嬢様のところに辿り着かしてしまった鈴仙は、かなり責められたという。しかも、それだけでは収まらず、いまだに怒ったままなのであった。

鈴仙　（これで引き受けてもらえなかったら、どうしよう。１週間後に家が壊れてたりしたら・・・・・死んじゃいそう。）

霊夢　「お～い」

鈴仙　（私ひとりであの人間は無理だし。あ～どうしよう）

霊夢　「もしもし？」

鈴仙　（こうなったら、何が何でも協力してもらわないと。
よしがんばろう。）

霊夢　「返事ないわね。どうしよう。」
まったく反応がない鈴仙にお手上げの霊夢は周りを伺った。だが、周りはというと、

咲夜　「お嬢様、吸います？あの子」

レミィ「いらない。あの子Ａ型ぽいし」
フラン「あの子、吸っていいの？」

幽々子「兎は食べてないのよね」

妖夢　「お嬢様、今日は駄目ですよ」
パチュ「喘息が・・・・」
美鈴　「大丈夫？」

魔理沙「いつになったら、騒げるんだ？」
アリス「もう、騒いでるじゃない」
紫　　「これなら、人は十分ね」
霊夢　「あ～もう！とりあえず、みんななかに入って。中で話を聞きましょう」

三者三様、いや一二者十二様でしゃべっているから、さすがに無茶苦茶である。普段は平和そうにしている霊夢も、さすがに大変である。まあ、霊夢は「人徳」「妖怪徳」「幽霊徳」があるから、中にみんな入ってくれるので、話は進むようだ。で、肝心な話はというと・・・・・
霊夢　「で結局、一週間の間、妹紅を毎日かわりばんこに
相手をすればいいのね？」

話は落ち着いたようだ。さすが霊夢である。ようやく落ち着いた鈴仙と会話ができている。
鈴仙　「はい、最後はお嬢様と師匠が帰ってくるので、二人で一日を六日間してもらえれば・・・」

霊夢　「ちょうど十二人いるからね。人は足りてそうだけ
ど・・・・」
魔理沙「私はやるぜ。おもしろそうだしな」
美鈴　「私は帰って門番しないと・・・・」

一人でもかけると鈴仙は命が危うい。鈴仙は必死に止めにかかる。

鈴仙　「行かない間はここで月見をする予定です！明日に
は食べ物や酒をもってきます」
レミィ「月見だって、この間やった気がするけど楽しそう
じゃない？」

咲夜　「ええ、楽しそうですね。これだけの人がいますし」

フラン「私は初めて。楽しい夜になりそう」

パチュ「お嬢様自身が危険そうだから、しょうがないから
残るわ」

最凶姉妹（特に妹）が暴れたらどうにもならなく
なる。パチュ必須。間違いない。

美鈴　「え、みんな残るんですか？」
残るといった、紅魔館のメンバーをみて美鈴は驚いた。さすがにパチュくらいは帰ると思っていたのかもしれない。
レミィ「ええ、もちろんあなたも残るのよ。いたほうが楽
しそうだし」

さらに予想外のお嬢様からの言葉。もうちょっと、強く言われたら後ろめたいことなく残れるのになぁ～とか思ってしまう美鈴である。
美鈴　「でも、門番しないと」

レミィ「すればいいじゃない。夜はここにいて、昼は門番」

まあ、レミリアの意見なのでこんなもんである。
当然言い返しても、

美鈴　「ええ！それじゃ休む暇がないですよ」

レミィ「大丈夫、咲夜がいるから少しぐらい休めるわ」

美鈴　「少しってどれくらいなんですか？」

咲＆レ「３分。」

美鈴　「死んじゃう～」

以上、紅魔館メンバーズ総残り決定。
ちなみに、妖夢、幽々子、紫たちはというと・・・
紫　　「どうしようかしら、帰るかな」

鈴仙　「待ってください～帰られたら死んじゃう～」

幽々子「私も帰ったほうがいいのかな？」

妖夢　「紫さまに合わしてみたらどうです？」
幽々子「そうね。いいかもしれないわね」
鈴仙　「ひ～待ってください～」
壮絶なる兎いじめが行われていた。珍しく妖夢まで混ざったそれは、かなり酷いものである。長生きのサドと天然は怖い。
とまあ、なんだかんだで３人は遊んでいるだけなので、参加のようでこれで鈴仙込みで９人決定。残りの３人は・・・・・
アリス「私は帰るわ、前騒いだから家でゆっくりしたいの」

一名、帰ろうとしていた。いまにも飛ぼうという
と感じである。

魔理沙「行かないのか？いい練習にはなるぜ」

アリス「珍しい人形の場所がわかったから、探しに行きた
いの」
魔理沙「さっき問言ってることが違くないか？」
アリス「気のせいよ、それじゃあね」

それだけをいうと、アリスはゆっくりと宙に浮いた。こっちは本当に帰る気である。
魔理沙「仕方がない。奥の手を使うか」

ひとつため息をつくと、魔理沙も追うように浮かびアリスの耳元に近づくと、一言つぶやいた。
魔理沙「人形をやるよ」

アリス「！」

人形という一言で動きが止まる。どうやら話を聞く気になったようだ。しかしまあ、さすが筋金入りの蒐集者。すばらしい反応である。

アリス「どんなものなの？」

魔理沙「お前には会わないかもしれないが、和風人形だ。
たしか呪われていた気がする。」

普通の人形の蒐集者なら、呪われた人形はあまり好ましくないだろう。只、アリスだし。呪われているほうが良いのではないだろうか。
アリス「和風人形？気になるわね」

魔理沙「そうだろう？付き合ったら、それをやるぜ」

アリス「それはいい条件だけど・・・何かあるんじゃない？」

魔理沙「そんなことないぜ。ただ、人形をアリスに渡して
も、私に利益が出るだけだ。」

アリス「輝夜に何をもらったの？」

魔理沙「ちょっと薬をな。効能は秘密だ。」

アリス「・・・深くは追求しないわ。いいわ、付き合う」

さすが、魔理沙である。同類の釣り方がわかって
いるようで。

魔理沙「よし、これで残りは霊夢だけか。まあ、大丈夫だ
ろう」

怪しい取引のおかげで無事にアリス確保。んで、
最後の霊夢はというと、

霊夢　「ここで私が断ったって意味ないじゃない。しょう
がないなあ」

どうやらそろったようで。無事に翌日に進みそう
です。

―――――翌日

霊夢　「とりあえずペアを決めましょう。決め方は・・・
どうしよう」

翌日の夕方、今だに目を覚まさないお嬢様二人と紫と本の虫をそのままにして、話は進んでいた。ただ、決め方が問題である。前と同じように近くにいたもの同士で組む、ということは無い訳で。
魔理沙「好きに組めばいいんじゃないのか？」

霊夢　「いいけれど、あなた誰と組みそうか予想がつかな
い？」

魔理沙「・・・あいつか？」

二人はとあるほうに視線を送る。その視線の先は、当然かのように最凶姉妹の妹、フランドールがいた。破壊力でいえば姉を超える壮絶な魔力を持つ彼女とは、さすがの魔理沙も一緒は勘弁のようである。もう少し世間を知ってもらえれば頼もしいのであろうが、４９５年も閉じ込められていたので仕方がない。
魔理沙「くじにしよう」

霊夢　「奇遇ね。私もそうしようと思っていたの」

霊夢のほうは最凶姉とラブである。そりゃあもう、末裔にしようかと考えてそうなくらいラブである。多分間違いない。

ちなみに他の起きている６人は傍観である。まるで結果がわかっているかのように、皆ずずーっとお茶をすすって見ているだけ。
霊夢　「さっみんなひいて。一から六まで書いてあるから、
同じ番号の人と番号の日にちに行ってね」
元からそのつもりだったのか、くじはもうできていた。平たい皿のような入れ物に折り畳んだ紙が入っている簡単なくじである。
魔理沙「じゃあ、私からひくぜ」

霊夢　「ちょっとまって。混ぜ混ぜっと」

魔理沙「いいか？」
霊夢　「いいわよ。はい、ひいて」

魔理沙「よっと、四番だな。微妙な順番だぜ」

霊夢　「次は誰がひく？」

咲夜　「私がひくわ。いい？」

霊夢　「ええ、どうぞ」
二番手にひくのは咲夜であった。このままだと霊夢以外のキャラクターの年の順番に・・・っ・・・・てわかんないし。まあ女性の年を考えるのは失礼なので気にしないことにする。
咲夜　「三番ね。これは私の番号で、あと四つ引かないと」

霊夢　「四つ？」

咲夜　「まだ日が明るいから起きないわ」

霊夢　「ああ、そういえば。でも、残り一人は？」

咲夜　「門番」

霊夢　「本当にやらされてるのね」

咲夜　「ええ、だから四つ。いい？」

霊夢　「わかったわ、一つずつ引いてって」
咲夜　「それじゃあ、レミリアお嬢様・・六番。フランお
嬢様・・四番。パチュリー二番。美鈴・・一番」

魔理沙「・・・・・帰っていいか？」

霊夢　「駄目。魔理沙とフランドールで決定。」

魔理沙「うう、仕組んでるんじゃないのか？」
霊夢　「そんなわけないでしょ。さっ次ひいちゃって」
魔理沙の恨み深き視線をスルーして霊夢はくじ引きを続ける。かなり図太い神経である。
幽々子「それじゃ、私たちが引くわ。え～と五番ね。あと
紫の分はっとあら、五番」

妖夢　「三番ですね」

霊夢　「妖夢と咲夜が三番っと、幽々子と紫は五番ね」

これで残りは３人。まだレミリアのペアが居ず。
このままだと霊夢は・・・

霊夢　「さっ、アリス引いちゃって。鈴仙も！」

アリス「二番」

鈴仙　「一番です」
霊夢　「なんで・・・・・・」

霊夢の思い叶わず。ペア決定。

一日目　鈴仙＆美鈴
　　　　みんなの人気者いじられ門番チーム
二日目　アリス＆パチュリー
　　
魔道書は大切に引きこもり魔法使いチーム
三日目　妖夢＆咲夜
　　　　刃物は友達仕えし者苦労人チーム

四日目　魔理沙＆フランドール
破壊力抜群デンジャラス魔法使いチーム
五日目　紫＆幽々子　
　　　　行動予測不可能仲良しご主人チーム
六日目　霊夢＆レミリア
　　　　最強タッグ？将来の（予定）姉妹チーム
といった感じです。面子の下に書かれているチーム名は適当に突っ込みいれていてください。ちなみにこの組み合わせは二人の陰謀と、作者の陰謀と、一人の力によって決まっています。気になる方は調べてみてください。
話は戻してなんだかんだで夕暮れ。もうそろそろ
全員がそろう時間。

美鈴　「ただいま。みんな決まった？」

レミィ「組み合わせはどう？」

フラン「私はどうなってるの？」

紫　　「・・・（寝ぼけ中）」

パチュ「ゴホッ、体がつらいわね。さすがに」
タイミングよく美鈴が帰ってきて、みんな起き始
めたようだ。
霊夢　「これでそろったわね。若干一名目覚めてないみたいだけど、組み合わせを発表するわ」
なんとかショックから立ち直った霊夢は、その場を仕切り、周りに説明をした。で、全部言発表し終えると・・・・
レミィ「霊夢よろしく。仲良くしましょ」

霊夢　「なんか釈然としないけど・・・まあいいや。よろ
しくレミリア」

紫　　「・・・・」
幽々子「紫となら大丈夫だわ。多分」
魔理沙「まあ、さっさと倒せばのんびりできるだろ」
フラン「そうそう、倒したら私と遊びましょう。」

魔理沙「・・・・・・」

妖夢　「幽々子様大丈夫なのだろうか・・・」

咲夜　「私たちのご主人様は大丈夫でしょう。むしろパー
トナーが危ない。」

妖夢　「確かに」

アリス「ああ、どんな人形なのかしら」

パチュ「こんな危ない人と組まなきゃいけないなんて」

美鈴　「協力して敵を倒せばいいんでしょ？がんばりまし
ょ！」

鈴仙　「ええ、がんばりましょう」

鈴仙　（一番弱そうなのと組んじゃった。いやな予感が？）

といった感じでもうそれぞれ仲良くやってるみたいです。準備ができたところでようやく一夜目が始まります。

一夜目

鈴仙　「それじゃ、いってきます」

美鈴　「すぐに終わらして帰ってきますから」

レミィ「ちゃんと倒してきなさい。できないだろうけど」

咲夜　「倒せなかったら、残りの間ずっと門番。いいわね？」

美鈴　「は、はい！倒してきます。」

酔っているのか、ないのかわからない威圧的な言葉を投げかけられた美鈴は、悪寒がぞくっと訪れる。期待を裏切ったらただでは済まない、といったものが誰もがみてもわかるほどであった。
美鈴　「急いで行って来ます！」

ピューッっと音がしそうなほどのスピードで美鈴
は飛び立った。紅魔館のほうへ。

咲夜　「はあ、追いかけて妹紅のほうへ向かって。鈴仙、
あの子頼んだ。」

鈴仙　「はい、それでは」

そう答えると鈴仙は飛び立った。美鈴のスピード
を上回る速さで。

咲夜　「お嬢様、あの二人で大丈夫だと思います？」

急いで追いかけていった鈴仙を見届けると、咲夜
はレミリアに尋ねていた。

レミィ「無理ね」

咲夜　「ですよね。でもお嬢様、一番最初にあのペアを行かせるのは酷いのではないですか？」

レミィ「面白そうじゃない？どんなやられ方するかって」

咲夜　「そうですね。すぐに帰ってくるのを待ちましょう」
妹紅退治第一陣、鈴仙＆美鈴ペアが出陣していった。あの二人は合流できたのだろうか？そして華麗にやられてしまうのだろうか？気になるので当然見てみることにする。

美鈴　「あれ？館が見えてきた。なんで？」

思いっきり飛んでいった美鈴は、いまだに方向が違うことに気づいていなかった。むしろどこに向かったらいいかをわかってるかどうかすら、怪しい。

鈴仙　「疲れた～ようやく追いついた」

美鈴が混乱している間に、鈴仙がなんとか追いついた。妹紅のもとへ行く前にもう大分お疲れモードであるが。
鈴仙　「ふ～。さあいきますよ。早くしないと夜が明けて
しまいます。」

美鈴　「道こっちじゃなかったっけ？」

鈴仙　「向こうなんですけど・・・」

鈴仙がさっききた道のほうをさす。つまり、まっ
たく逆である。

美鈴　「間違えた・・・急がなきゃお嬢様に怒られる～」
鈴仙　「待ってください！ペアなんですから一緒に行きましょう。私がちゃんと道案内しますから」

美鈴　「それじゃ、行きましょう。急がないといけないわ」
ようやく、落ち着いた美鈴は鈴仙と共に移動を開
始した。ようやく出発である。
さっきの慌てて飛ばしている状態に比べ、ゆったりとした感じで二人は飛んでいた。散歩をしているようにゆっくり、さっき使った体力を回復するかのように。そんな落ち着いて飛んでいる中、ふと鈴仙が口を開いた。
鈴仙　「さっきは凄い怯えようでしたね」

さっき美鈴は咲夜とレミリアと話をした後、すさまじい勢いで飛んでいった。さすがにただの冗談には見えなかったようだ。
美鈴　「・・・・・」

鈴仙　「答えたくなかったらいいんですけど・・・・大丈
夫ですか？」

美鈴　「・・・うう～本当助けて～」

彼女も鈴仙も、危険な上司と主人がいるという共通点を持つ仲間である。その同属のにおいを感じ取り安心しきってしまったのか、美鈴は泣き出してしまった。何か色々抑えていたようである。

美鈴　「お嬢様は無茶ばっかいうし、メイド長は逆らうと
怖いし、両方鬼のように強いし！」
美鈴　「もう少し優しく扱ってほしいよ～はあ」
どこの世界も一番下っ端は大変である。で、もう
一人の下っ端はというと・・・

鈴仙　「わかる！わかりますよ！あなたの気持ち！」

激しく同調した。まあ、ついこの間そんな目にあってしまったのだから当然である。

鈴仙　「私もこの間失敗しちゃって姫と師匠に酷い目にあ
わされたんです！」

美鈴　「あなたもなの？」

鈴仙　「はい。毎日の食事をうどんだけにされて、どんだ
け辛かった事か・・・」

美鈴　「えっ？」

かなり予想外の言葉。涙も止まるって話である。

鈴仙　「師匠が『優曇華院』って付けたからって、本当に
毎日毎日・・・」

美鈴　「はあっ」

鈴仙　「おかげで話し方までおかしくなって・・・もうい
や～！」

美鈴　「・・・・・」

言葉もない、というのはこんなことを言うのだろうか？いや、違うだろうけどあってる気もする。

鈴仙　「今日からあなたと私は同志です。がんばりましょ
う！同志よ！」

美鈴　「う、うんっ」

ここに熱い絆で二人は結ばれた。この二人はこの先門番として死ぬまでがんばっていけるだろう。多分。

　

　　二人は村に近づいていた。普通の人間には結界で隠されて見えない村も、妖怪と月の兎には関係ないようでもう目の前まで来ていた。そこに現れるものといえば・・・・

美鈴　「もう、なんかいっぱいで邪魔だなあ」

鈴仙　「慧音と妹紅、二人からの敵ですからしょうがない
ですよ。いけますか？」

美鈴　「もちろん！」

二人の放つ攻撃はまるで弾丸のようである。鈴仙が赤と青、美鈴が七色の弾丸を放ち先へと進んでいく。その二人を襲ったのは左右後ろから来る敵たち。それを分担してそれぞれ撃破していく。

美鈴　「やるじゃないか？」

鈴仙　「これぐらい当然です。っと前に！」

お次は正面からの敵。先ほどとはいかず、すぐに
やられてくれない。

美鈴　「こいつらしぶといわね。協力して倒そうか？」

鈴仙　「そうですね。では！」

二人が近づきあい、敵に全力で弾を撃ち込む。二人の直線的な攻撃は、互いと混ざり破壊力を増し、敵を打ち倒していく・・・・が
慧音　「そこまでだ、月の兎」

今度はそうはいかない。人間よりの妖怪、妹紅の知り合いである慧音が現われた。今は満月ではないから全力ではないが、当人はやる気満々のようである。

慧音　「この先に行かせるわけにはいかない。人間たちが、
妹紅がいる」

鈴仙　「知ってるわ。だから私たちはここに来たの。妹紅
を倒しにね」

慧音　「ほかのやつらには入られてしまったが、お前など
通さん！さっさと帰るんだ」

鈴仙　「そういうわけにはいかないわ。姫にの言いつけを
守らないといけないから」

すっかり美鈴は放置されてしまっている。というか入りようにも、まずあの帽子女は誰って話で、訊こうにもいきなりシリアスになったから入りにくい。

慧音　「なら、力づくでも帰らしてやる！くらえ！」

慧音　「高天原」

慧音がそうつぶやくと、二人に幾重ものレーザーが襲い掛かってくる。レーザーに行動を制限され動きがとりにくい、というのは鈴仙。で完全無視され戦闘モードに巻き込まれた　　　美鈴はというと・・・

美鈴　「わぁ～」

落ちてた。慧音は一応存在は確認していたらしく、狙っていたようで、直撃を受けていた。
鈴仙　「えっ！」

さすがにもう落ちたのは、驚いたようだ。およそ攻撃開始から一秒ほどで討ち死・・・
鈴仙　「やっぱあのひと弱かったんだ。はあ、どうしよう」

慧音　「お前の仲間はもう帰ってったぞ。お前もどうだ？」

鈴仙　「いやよ。あなたが沈みなさい！」

と張り切ってみたも今の状態ではどうしようもない。このままでは美鈴と同じははめに・・・

美鈴　「痛かった～いきなり酷いじゃない」

慧＆鈴「！」

さすが打たれ強い。強い上司を持つと、打たれ強
くもなるものだ。

美鈴　「本気でお返しさせてもらうよ。えい！」

美鈴　「彩光乱舞！」

慧音　「何っ！」
慧音に向かって幾色もの弾丸が向かってゆく。正面から、斜めからとかろなかな動きに合わして攻撃を放ってゆく。
慧音　「これでは反撃が・・・しまった逃げ場がない！」
慧音が逃げ場を失う。今からでは反撃も間に合わ
ない。
？？？「慧音危ない！」

刹那それは起きた。光に飲まれる、その一瞬慧音は何者かに弾き飛ばされ、攻撃を逃れた。しかし、その助けた当人は光に・・・

慧音　「！」

誰がやったかどうか慧音はわかっていた。この場所で自分を助けることができる人物。

慧音　「妹紅！」

光が消えていくその中に、ひとつの影があった。
中からはボロボロの呼ばれた姿。

妹紅　「大丈夫。この程度なら少し痛いだけ」

そういう妹紅は、血だらけだった。普通の人間なら出血多量で死んでしまう。普通なら。
鈴仙　「やった？妹紅倒した？」

美鈴　「私の本気をくらったんだから大丈夫よ」

二人はしらない、いや知らされていなかった。彼
女は・・・そう

妹紅　「リザレクション」

光が飛び散る。その光源は妹紅。そして、光が消えると現れたのは元気な姿の妹紅。

鈴仙　「えっ！何で？倒したはずじゃ・・・・」

美鈴　「さっき死に掛けてたはずなのに、お嬢様並みの再
生能力だわ」

不死身、死なない人間である。いや、この場合は死ねない人間というべきか。蓬莱の薬を飲んでしまった彼女は、変わらない人間になってしまった。歳をとらず、どんな傷を負っても死ねない体へと。

妹紅　「今度はこっちのばんね。慧音攻撃しましょ」

慧音　「ああ、よしいくぞ！」

鈴＆美「ちょっと待って、そんなのきいてな・・・」

慧音　「三種の神器　鏡」

妹紅　「パゼストバイフェニックス」

二人にまず大きな弾が襲い掛かる。それが弾を吐き、さらに横から攻撃が飛んでくる。

鈴仙　「くっ、何とか直撃を避けられは・・・」

鈴仙は当たりそうな弾を少し避け

美鈴　「わっ、わっ。当たる～」

美鈴は慌てて動きまわりながらよける。

鈴仙　（また、当たるな。あの人）

まったく正反対の避けかたをしながら二人は耐えていた。がまだ妹紅の攻撃が来ていない。

妹紅　「あなたたちに刻印をしてあげるわ。死の刻印を
ね！」

言葉と共にあらわられる鳥の形。なんだと動くと
二人にまとわりついてくる。
鈴仙　「これは、いったい？」

妹紅　「言ったでしょ、刻印をあげるって。あなたたちは
逃げられない」

美鈴　「何がどうなって・・・・わあ～」

撃破され落下。原因は鈴仙にはわからず、攻撃は
来ない。

妹紅　「落ちなさい」

鈴仙　「くっ、やられる前にやってしまえば！」

鈴仙　「生神停止！」

妹紅を中心に四方から弾丸が向かっていく。弾と弾の間は狭く、抜ける隙間もないかのように詰まりきっている。
鈴仙　「捕らえた！」

このとき鈴仙は二つ失敗していた。一つは相手の不死の力を見くびっていたこと。そしてもうひとつは

妹紅　「遅いわ」

鈴仙　「ひえ～っ」

中央の妹紅の元に弾が届くのが遅いのである。本来一気に倒すような技を持っていない鈴仙は、もっと時間をかけないと駄目なのである。

鈴仙　「自分を知ろう～教訓にしま～す」

妹紅　「輝夜がよこしたわりには弱かったわね」

慧音　「そうだな。前の奴らとは違いすぎる」
妹紅　「本当、あいつら強かった」。もう会いたくないわね」
慧音　「そうだな」

といった感じで、一日目は慧音＆妹紅の勝利です。さすがに５面のボスでエキストラには勝てないようで・・・一日目は終了です。
